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自分らしく生きる 
 10月6日（日）に実施した運動会では、たくさんの

保護者、地域の方々にご来校いただき、子供たちの活
躍を応援していただ 

きました。ありがとう 
ございました。運動 
会の運営にご協力 
くださったり、お疲れ 
の中テント等の片づ 
けをお手伝いくださったりしたPTAの皆様にも心より
感謝申し上げます。 
１０月は、本校における大きな行事が続きました。 

１６～１７日には、6年生の修学旅
行を実施しました。日光方面への旅
行でしたが、両日とも天候に恵まれ、
紅葉の始まった美しい奥日光の自 

然や、東照宮等の素晴らしい日本文
化・芸術を大いに感じ取ることがで
きました。 
修学旅行中は、班長や室長、集

会やバスレク等子供たちが様々な役割を分担し、責任

をもって活動していました。その中で、個々が自分の持
ち味を生かして、楽しく安全な修学旅行となるよう工
夫を凝らしていました。 
また、６年生は、25 日（金）に柳瀬小学校との親善
運動会にも参加し、一人一人自分の良さをおおいに
生かして活躍していました。 

多くの行事を通して、子供たちは、自分のよいところ
を伸ばそう頑張ったり、課題となるところを努力して克
服しようとしたりしています。今後もさらに一層、自己
の特長を見つけ、自分らしさを認めながら、様々体験
を通してよりよい生き方を目指して成長し続けてほし
いと心より願っています。 
「自分らしさ」については、昨今、度々話題になると
ころです。「多様性の時代」という言葉もよく耳にしま
す。そのような中で、「ＬＧＢＴ理解増進法」が令和 5
年 6月 23日より施行となりました。性的指向やジェ
ンダーアイデンティティを理由とする不当な差別はあ
ってはならないとして、ＬＧＢＴの人たちへの国民の理

解を増進する施策をとっていくということです。 
 

一方で埼玉県では、「性の多様性を尊重した社会
づくり条例」というものがあり、「性的指向又は性自認
を理由とする不当な差別的取り扱いをしてはならな

い。」「性的指向又は性自認の表明に関して、強制し、 
又は禁止してはならない。」等が明記されています。 
 性的マイノリティの割合は約３０人に 1 人と言
われます。小学校は３５人学級ですので、割合から
見ると、各学級に1人以上いるということです。学
校においても性的マイノリティの子供が辛い思い
をするようなことがあってはなりません。 
 しかし、私自身もこれまでの教員生活の中で、も
っと配慮が必要だったのではないかと大きく後悔
した経験があります。もちろん、性自認についてそ
の子自身や保護者に確認してはなりませんので、本
当の思いはわかりません。しかし、もしかしたらそ

の子は毎日自分の性の事で違和感や不安があった
り、一定の我慢を強いられたりしていたのかもしれ
ません。ＬＧＢＴとよく言われますが、性自認、性
的指向、性表現はまさに多様でその自認の過程や時
期も様々です。周囲からの期待や同調圧力によっ
て、ゆがめられてしまう場合もあります。 
 何が正解か、どんな対応が適切かについては、す
ぐに答えのでるものではないと思いますが、相手の
意思や心情を思いやり、どうしたらよいか考え続け
ることが大切と考えます。 
東所沢小では、男女混合名簿を活用し、毎朝の呼

名を男女混合で行っています。子供たちが感じる
「違和感」をに寄り添い、子供たちが「自分らしく」
生きていけるよう、教職員の研修を深め、教育活 
動の在り方を考え続けて 
いきたいと思っています。 
 １２月には人権週間があ 
ります。未来を生きる子供 
たちが一人一人を大切にする社会を築く力をつけ
られるよう教育活動を進めてまいります。 

★★★注意！！★★★ 

 県内で自転車事故が増えています。2023年度交通事故死

者は前年度より約１７％増加したそうです。自転車事故はヘ

ルメットを被っていると死亡率が大きく減少します。ヘルメット

の着用をお子さんに促してくださいますようお願いします。 

https://www.fureai-cloud.jp/higasitoko-eh


月 火 水 木 金 土

28 29 30 31 1 2

【全】おはなしポケット 【全】お話朝会 【全】Ｂ日課５時間 【1】遠足【2】遠足【く】

１、２、年くすのき学級合同

遠足

4 5 6 7 8 9

【全】振替休日 【3】消防署見学【全】

月曜日課５時間＋火曜６

時間目

おはなしポケット

【全】児童朝会

たてわり班遊び

【5】所沢市内音楽会

【全】Ｂ日課 委員会活

動⑦

【全】ＡＥＴ来校

11 12 13 14 15 16

【全】ＰＴＡ資源部ベル

マーク作業9:30～

【全】音楽朝会

おはなしポケット

【全】Ｃ日課 【全】埼玉県民の日 【全】校内音楽会（２・

３校時）

【全】月曜日課３時間

音楽発表会

学校評議員会　ＰＴＡ運

営委員会

18 19 20 21 22 23

【全】振替休業日 【2】図書館見学（柳瀬

分館）【全】おはなしポ

ケット

【3】音楽付き読み聞か

せ【全】体育朝会

教育相談期間①

【く】柳瀬小との交流会【全】Ｂ

日課（月曜日課５時間）企画会⑦

スクールカウンセラー来校日 学年

会

【全】教育相談期間② 【全】勤労感謝の日

25 26 27 28 29 30

【全】集金日 【く】柳瀬小との交流会

予備日【全】教育相談期

間③

おはなしポケット

【全】教育相談期間④ 【全】Ｂ日課 【全】教育相談期間⑤

 

             予定が変更となる場合があります。ご了承下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行事の前にある【 】は、対象学年を表しています。【全】は全学年対象です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

tetoru 配信 

運動会開催 
１０月５日（土）に運動会を開催しました。子ども 

達は、応援団を中心に団結して各種競技を精一杯頑張 

っていました。 

表現では、かわいらしい息のあった１、２年生の 

「さあ、みんな！あいうえおんがくおどるよ！」。 

ハプニングを乗り越えて踊り切った３、４年生の 

「ソーラン・ソーラン 2024」。校庭にたくさんの大輪 

の花が咲いた５、６年生「Step by step・創造」。 

どれも観ている人たちに感動を与えることができま 

した。温かい応援をありがとうございました。 

持久走について 
 体育の学習につきましては、本校の体育科年間授業計画に従って、１１月から１２月初旬にかけて「体力を高める運
動」として持久走の学習を行います。一昨年度までは学習のまとめとして「持久走記録会」を計画し、保護者の皆様に
日程や時間を周知した上で実施をしてきました。しかし、近年、学期末における授業進度、感染症（インフルエンザ）
等の欠席状況により日程を組むことが困難を極めました。そこで、昨年度から今年度にかけ、校内体育部会を中心に検
討を行い、他の体育単元同様、記録会は実施せず、学級ごとに授業内で評価することといたしました。その分、各ご家
庭では子供たちの頑張りについて、過程を含めてたくさんお話を聞き、たくさん褒めてあげてください。ご理解のほど、
よろしくお願いいたします。 

11 月は「いじめ撲滅強調月間」です 

 いじめられた子供には心身に深刻な被害が生じることがあります。いじめは重大な人権侵害であり、決して許される
ことではありません。埼玉県では、１１月を「いじめ撲滅強調月間」に制定し、いじめ問題の根絶に取り組んでいます。
いじめを受けていたり、いじめに気が付いたりしたら一人で悩まず相談・通報してください。 
 相談窓口一覧は、学校ＨＰに学校だよりとともに掲載いたします。 

学校評価（保護者評価）のお願い 
 今年度の教育活動を振り返ります。皆様のご感想・ご意見をお聞かせください。今年度は、オンラインでの実施
を予定しております。詳細につきましては、後日ほっとメールにてお知らせいたします。ご理解・ご協力をお願い
します。 



１１月は「いじめ撲滅強調月間」です 
いじめられた子供には心身に深刻な被害が生じることがあります。いじめは重大な人権侵害であり、決して許さ

れることではありません。埼玉県では、１１月を「いじめ撲滅強調月間」と定め、いじめ問題の根絶に取り組んで
います。いじめを受けていたり、いじめに気が付いたりしたら一人で悩まず相談・通報してください。 
 
相談窓口等 
○彩の国 よりそうみんなの電話・メール教育相談（埼玉県立総合教育センター） 
【相談内容 いじめ、不登校、学校生活】 
 １８歳以下の子供用（無料）＃７３

な や み

００
ゼロゼロ

 又は ０１２０－８６
ハ ロ ー

－３１９２
さ い の く に

 
 保護者用  ０４８－５５６

こ こ ろ

－０８７４
お は な し

 
 （毎日２４時間） 
 Ｅメール相談 soudan@spec.ed.jp 
 ※Ｅメール相談の受信確認及び返信は、平日９時から 17時の時間帯に行っています。 
  受信の日時によって、土・日や祝日をはさんでからの返信となります。 
○いじめ通報窓口（埼玉県教育委員会） 
【通報内容 いじめに関すること】           
  https://www.pref.saitama.lg.jp/f2209/ijime-soudan-form.html 
    ※この窓口は「いじめ」についての情報提供を受けることが目的であり、相談に対する 
       返信は行いません。 
    ※通報された情報は学校に提供します。学校はあなたが送信したことがわからないよう 
       に調査・対応します。 
○埼玉県警察少年サポートセンター 
【相談内容 非行やいじめ、犯罪被害等の少年問題に関する心理面の相談（カウンセリング等）】 
 （月～金／祝日・年末年始を除く ８時３０分～１７時１５分） 
  ０４８－８６１－１１５２「少年用・ヤングテレホンコーナー」 
  ０４８－８６５－４１５２「保護者等用」 
  ※面接相談は要予約 
○子どもスマイルネット（埼玉県こども安全課） 
【相談内容 いじめなどこどもに関するあらゆる相談（本人・保護者等からの相談）】 
 （毎日／祝日・年末年始を除く １０時３０分～１８時００分） 
  ０４８－８２２－７００７ 
  ※いじめなどこどもの権利侵害に関する悩みは、「埼玉県子どもの権利擁護委員会」が力になり

ます。（面接相談（予約制）） 
○社会福祉法人 埼玉いのちの電話 
【相談内容 どんなことでも】 
 ０４８－６４５－４３４３（３６５日２４時間）  
 ０１２０－７８３－５５６ フリーダイヤル（毎日１６時～２１時）と  
                     （毎月１０日８時～翌日８時） 
 ０５７０－７８３－５５６ ナビダイヤル（毎日１０時～２２時） 
 インタ―ネット相談 埼玉いのちの電話ホームページからアクセス 
○特定非営利活動法人 さいたまチャイルドライン 
【相談内容 どんなことでも】 
１８歳以下の子供専用（無料） 
電話 ０１２０－９９－７７７７（毎日１６時～２１時） 

 オンラインチャット https://childline.or.jp/（火～土、第１・３月曜１６時～２１時） 
〇こころの健康相談統一ダイヤル 
【相談内容 こころの健康の相談】 
（平日・休日ともに２４時間対応） 
 電話番号 ０５７０－０６４－５５６（おこなおう、まもろうよ、こころ） 
＊さいたま市の方は平日９時～１７時、１８時３０分～２２時 
 
○埼玉県こころの電話（埼玉県立精神保健福祉センター） 
【相談内容 心の健康の相談】 
 （月～金／祝日・年末年始を除く ９時～１７時） 
  ０４８－７２３－１４４７ 
＊さいたま市のお住いの方は「さいたま市こころの電話」へ 
 月～金／祝日・年末年始を除く ９時～１７時 
 電話番号 ０４８－７６２－８５５４ 
 
○埼玉県 SNS相談 こころのサポート＠埼玉 
【相談内容 こころに関する相談内容を何でも（LINEで心理カウンセラーへ相談）】 
 （毎日１９時～２３時 受付は終了３０分前まで） 
  https://www.pref.saitama.lg.jp/a0705/suicide/sns.html 
 
○こどもの人権１１０番 （さいたま地方法務局） 
【相談内容 こどもの人権】 
 （平日８時３０分～１７時１５分）（無料）０１２０－００７－１１０ 
◇こどもの人権ＳＯＳ－ｅメール https://www.jinken.go.jp/kodomo 

             
お問合わせ  埼玉県県民生活部青少年課 TEL048-830-2907 


